
学校全体で生徒の自己存在感や自己肯定感を育んでいる実践提案 
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「東中まごころプラン」生徒の健全育成に向けた教育相談活動の工夫 

実践の内容 

● 「まごころコール」（生徒の良い面を保護者に電話で伝える） 

１ 職員に取組について説明する。 

 ・ ４月当初の職員会議で「教育相談共通理解事項及び 

  まごころプラン(案)」を配布し協力を願う。【資料１】 

 ・ １回目の「まごころコール」は４月中に行う。 

   それ以降は、行事の前後、欠席した日の体調確認 

  等の機会を利用する。 

 ・ 保護者に電話内容を素直に喜んでもらったり、元々 

  思いやりのある生徒が、「まごころコールのためにして 

  いる」という批判の対象になるのを避けたりするため、 

  「まごころコールをします」のような周知は保護者や 

  生徒に行わない。 

 

２ 生徒の情報収集を行う。 

  ・ 担任以外の職員が生徒に関する情報を担任に伝える 

   手段として「まごころコール情報カード」を利用する。 

  ・ 直接、担任に伝えることができる場合はカードを利用 

   しなくてもよい。 

 

実践に至った背景 

◆ 学校から保護者への連絡のほとんどは生徒の問題行動についてであり、保護者との

良好な人間関係を築くことにマイナスになっていた。 

◆ 保護者にとって、子供が問題行動を起こし、指導されるときに、教員が子供の良い

面を分かってくれていると感じているか否かは、その後の指導や保護者との協力関係

に大きく影響する。教員から積極的に生徒の良い面に目を向け保護者に伝えること

で、保護者との信頼関係を構築したいと考えた。 

◆ 日本の学生は自尊感情が低いと言われているが、本校の生徒も例外ではない。自分

の良さはなかなか自分では分からない。周囲から自分では気付かなかった良さに気付

いてもらい、認めてもらうことで、生徒が自己理解を深めるとともに、自尊感情を高

める一助にしたいと考えた。 

◆ 口頭よりも文字の方が気持ちを表現しやすいという思春期の生徒の傾向に基づく

取組を考えた。 

校長、教頭、主幹教諭、各学年教 

育相談担当者、養護教諭、さわや 

か相談員の計８名で組織する 

「教育相談部会」で検討 

 まごころプラン（案）は、前年度 

の生徒及び職員アンケート結果 

を参考に作成 

多くが連絡で終わる電話連絡と 

異なり、まごころコールは子供の 

良い面に関する内容を必ず含む 

その月や学期で生徒の顕著な取 

組を取り上げる機運作りが大切 



３ 担任は電話連絡後、「まごころコール情報カード」にコール日 

 を記入して教育相談担当に渡す。 

４ 教育相談担当は渡されたカードを保存用ノートに貼る。 

 

● 「まごころの花束」（周りで見かけた良い行い等を書いて提出） 

１ 職員に取組について説明する。 

 ・ ４月当初の職員会議で「教育相談共通理解事項及び 

  まごころプラン(案)」を配布し協力を願う。【資料１】 

  ・ カードは各学年の教育相談担当が学期毎に交替して 

   作成する。 

  ・ 職員に配布する日報で実施日の前日に連絡する。 

２ 当日は、担任が朝の会で「今日はまごころの花束記入日」 

 であることと、「今日一日、思いやりのある行いや言葉を意識し

て過ごす」ように伝える。 

３ 帰りの会で、生徒は、その月、あるいはその日一日の 

自分の周りで見かけた良い行いや相手にしてもらって嬉し  

かった行い・言葉をハート型の紙に書いて担任に提出する。 

４ 担任はカードに目を通し、ねらいと外れたものについては 

 個別に生徒に声をかけて書き直させる、あるいは、次回は 

 ねらいに即したものを書くことができるように支援する。 

５ 教育相談担当がカードを廊下に設けた掲示板に貼る。 

  ・ 美術部生徒の協力で台紙を作成してもらう。 

  ・ 学年の掲示係が掲示を担当し、学期に 1 回貼りかえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪学校生活アンケートの実施≫【資料２】 

・ 「まごころの花束」と同じ日に、学校生活アンケートも実施し、生徒の悩みや問題等の早期発見・  

 早期解決の手がかりとする。 

・ 生徒の回答によっては、その日のうちに生徒と担任、または、生徒が希望する担当者（他の職員 

 やさわやか相談員）で二者面談を実施する。 

・ アンケート結果の集計用紙を各学年教育相談担当に提出し、教育相談担当がパソコンに入力後、 

 教育相談部会で結果を配布し、教育相談ファイルを各学年で回覧する。 

「～を拾ってくれた」「貸してく

れた」ではなく、何かの活動を通

して良いと思ったり、嬉しかった

りしたことを記入させる 

毎月、第４週目の実施可能な日に

行う 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「まごころ通信」の作成【資料３】 

１ 各学年の教育相談担当が、学期末に学年のカードの中から 

 各学年１５枚程度をパソコンに入力する。 

２ 通信を教育相談主任が印刷し全職員と全校生徒に配布する。 

成果や効果 

◎ ４月中に第１回「まごころコール」を全家庭に行ったが、保護者の不安を解消し、  

心的距離を縮めることができた。担任としても、電話をしていなかったときより、 

 初めて会ったときに気軽に話すことができた。 

◎ 「まごころの花束」については、平成２４年度末の生徒対象のアンケートで、約９割

の生徒が継続を望んでいることが分かった。 

  その理由として、 

  ・ 友だちの良いところを発見できる。 

  ・ 自分はこんな風に思われているんだと思える。 

  ・ いつもは恥ずかしくて直接言えないことを文字にして伝えられる。 

  ・ 自分がしてもらったことなどを振り返り、廊下に貼ることでみんなが見て話題 

   になる。 

  ・ 自分もこんな行動がしたいと思うことがあるから。 

 等の回答があった。 

  また、友達から「うれしかった」や「ありがとう」のメッセージをもらったときは、   

  ・ 小さなことだったので覚えていて書いてくれたことにうれしく思った。 

  ・ 温かい気持ちになった。 

  ・ もっと親切にしようと思った。 

  ・ もっと人の役に立ちたいと思った。 

 等の回答もあった。 

◎ 同アンケートで、学校からの電話で保護者からほめられた生徒が全校平均３割いた。

特に、ほめられた生徒の割合が高い学年やクラスでは、電話の際に生徒の良い面を伝え

るだけでなく、保護者からも声かけをしてもらうよう担任が保護者に依頼していた。 

◎ 周囲の良い行いを意識しカードで言語化したことで、生徒は「自分もそういう人にな

りたい」という目標となるモデルを得ることができた。 

◎ 生徒の中には、家族や教員の物事への取組姿勢をカードに書く生徒も出てきて生徒の

視野が広がったことがうかがわれる。 

◎ 廊下に張り出されたカードを通して自分のことを認めてもらったり、ほめてもらった

りすることに生徒は喜びを感じ、「これからも続けたい」と今後の活動意欲にもつなが

る回答が少なくなかった。 

個人名はアルファベットに変え

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践事例を他校でも活用できる方策等 

＊ 他校で導入する際のポイント 

 ☆ 生徒の良い面を伝えるために、様々な電話連絡の機会を活用する。 

 ☆ 保護者は学校での子供の様子を知らないことが多いので、行事に向けての取組の

様子や頑張っていることを知らせる。併せて行事の日程等も伝える。 

→ 保護者に行事を参観していただき、直接生徒の活動を見ていただくことが保護

者から生徒がほめてもらう機会を増やすことにもつながる。 

 ☆ 「まごころコール」は、担任だけでなく、部活動顧問、学年主任、委員会担当教

員等、様々な教員が実施可能である。特に、担任が不在のときや多用のときは、学

年内で他の職員が代わりに電話をする。 

  

＊ 失敗しないための秘訣 

 ☆ 生徒指導上の問題が起こる前に最初のまごころコールをすることが鍵になる。 

 ☆ 最初の「まごころコール」は４月に実施する。 

 ☆ 電話をすることが目的にならないようにする。 

 ☆ 保護者によっては、伝える内容が大したことではないと思われることがあるので、 

  内容は精選する。特に保護者が喜んだ内容として、「弱い立場の生徒や学校を休みが 

  ちな生徒に対する支援」、「行事での献身的な取組」がある。 

 ☆ 電話をかける時間は食事時を避ける。 

 ☆ 「まごころの花束カード」を記入させるときは、文例を提示する。ただし、「～を

拾ってくれた/貸してくれた」を全否定しない。 

 ☆ カードには掲示前に必ず目を通し、ふざけた内容のものは個別に指導する。 

 ☆ カードの掲示場所は目につきやすい場所を選ぶ。 

   生徒によっては、カードのみが掲示されている場所では、周りの目を気にして 

  落ち着いて読むことができない。他の掲示物をわざと貼っておく等の配慮で読みや 

すくなる。 

 

＊ こうすればより高い効果が得られるという方策 

 ☆ 部活動顧問と担任の連携 

 ☆ 生徒会本部との連携、あるいは、「まごころ隊」など、有志の生徒で組織を編成 

☆ まごころコール後の保護者から生徒への一言があると良い。 

  （「学校で～したんだってね。がんばったね。」「良いことをしたね。」等） 

 ☆ まごころの花束カードを読んだ教員から生徒への一言があると良い。 

   （「～を教えてくれたんだね。有難う」「よく見ているんだね」等） 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部有識者の評価 

・ 良い点を認めてほめるという着眼点が良い実践である。 

・ 生徒の良さを学習活動に生かすことによる指導力の向上といった成果の分析がなされる 

 とさらに良い。 

・ 肯定的な題材をもとに保護者と接点を持つ取組は良いことである。 

・ 必要以上に褒めることは負の効果をもたらすことがある。どのような行いを褒めるのか 

 共通認識を持つなど、取組の質を高める必要があるかもしれない。 



【資料１】４月当初の職員会議資料 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



【資料２】学校生活アンケート 

 

 



【資料３】まごころ通信 

○ 平成２５年３月２６日号 

 



 

 

 



○ 平成２６年７月１８日号 

 

 



 
 


